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庁舎以外で、ご用のある方は書記長の山田

（戸籍年金）へ午前中に連絡をください。


【討論で出された「主な意見」をまとめてもこれだけのボリュームです】

	【肯定的な意見】

● 人材育成の面から個々の成長を見たり、研修のあり方について活用するのであれば提出を求めることに否定はしない。

● 管理職が職員の適正や希望を把握すべきだが、全てをわかるのは無理であり理解する。

● 強制的な提出ではなく、かつ、健康状況の記載を求めるのは慎重にということであれば提出を求めることに理解する。

● 異動の希望がある職員だけが提出するということならよい。

● 自己申告制度は「津別町人材育成基本方針」に明文化されていることを職員は理解すべき。


● 人事は希望を聞くのではなく、人事権をもった町長の責任において行うべきではないか。

● 記載を求めている内容は、むしろ書類として残さない方が良いのではないか。

● 申告書の提出ではなく、異動の希望のある人は課長に言えばいい。

● 申告書の提出ではなく、職員の気持ちを管理職が聞きとり、それを町長、副町長が管理職から聞き取ることでやれるのではないか。
●「現在の職務に対する考え」や「適していると思う業務」など職員の適性は管理職が、当然把握しているのではないか。

● 自己申告書の提出を求めるのはやめるべき。２年前の希望人事と同様に混乱する。
●「現在の職務に対する考え」は、どのように判断されるかを考えると、正直にチェックしにくい。

● 庁議の報告や組合の報告では提出する意味が理解できない。
	
	
	● 書きたいところだけ書けばよいというのなら、提出を求めるということでもよい。
【要望的な意見】

● 自己申告書の提出がなぜ必要かということを「人材育成基本方針」で理解を求めるのではなく簡単な要領などで職員に説明してほしい。

● 提出は必ずということなのか、任意なのかをはっきりさせてほしい。提出しなくても不利益にならないようにしてほしい。

●「採用から現在までの経歴」は総務課の台帳で記録されており各自が記入する必要はない。
● 管理職にも提出を求めるべき。
●人材育成のためといっても、「希望する部門」があるのは結局人事の希望を聞くということ。
● 職員が同じ希望の場合どうするのか。希望が通らないときの対応はどうするのか。
● どう活用されるかよくわからない。希望人事と同じく、申告書を提出しても書かされっぱなしで終わるのではないか。

● 異動の希望など自分の気持ちをアピールしたい人は、もともと自ら行っている。
● 退職まで１年、２年の人もいるが、どの範囲の職員まで提出を求めるのか。

● 南アルプス市でも人事希望調査として実施しているが、希望通りにはいかない不満や書かれたことを当局がきちんと把握しているのかという疑問などがあると聞いている。

● 南アルプス市を参考にしたというが、南アルプス市は合併があり、職員が増えたことからこの方式も良いかもしれないが、小さい町ではそぐわないのではないか。



　

　








































































































































































支会別討論会では、１１月１日に庁議で、組合に説明後に取り組むとして説明され、組合にも示された『平成２２年度津別町職員「自己申告書」』について意見が集中しました。











【町長交渉　重点交渉事項】





１．今年度の給与改定について


２．長期継続雇用の臨時職員の正規職員化、賃金・労働条件の改善。特に生活関連諸手当（扶養手当、住宅手当）を支給すること。


３．公共サービス民間労働者（振興公社・社会福祉協議会）の労働条件改善を進めること。




















午後５：２０ 図書室 … 参集対象：庁舎、議会、教委、公民館、バス、機動





午後６：１５ 特養会議室 … 参集対象：特養 （支会別討論会を兼ねます）














津別町人材育成基本方針に基づく「自己申告書」の提出は、労使合意を要するものではありませんが、皆さんから出された意見を踏まえ、総務課長とは事務レベルで協議をしています。10日の副町長交渉で説明を受け理解を求められたことも含めて次号で報告します。（書記長）








【疑問や批判的な意見】














王子








道本部の闘争指令により配置する戦術


１７日（水）超勤拒否


１８日（木）全道統一１時間スト


　　　　　　スト時間帯の出張･会議拒否














津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


